







































る UCP1（脱共役タンパク質：uncoupling protein 1）は、非震え熱産生（Non-shivering 
thermogenesis: NST）と呼ばれる体温維持機構に不可欠な役割を担っている 7。興味








2017 年に Science Advanced に発表された論文では、哺乳類 133 種を対象に
UCP1 遺伝子を含むゲノム領域を比較検討し、寒冷適応との相関を解析した結果が報
告されている 10。研究の結果、真獣類（胎盤を持つ哺乳類）における主要 18 系統の
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（Fatty Acid Desaturase: FADS）は、不飽和脂肪酸の合成と代謝に重要な役割を果
たす。グリーンランドのイヌイット集団における一塩基多型（SNP）の解析の結果、
FADS1、FADS2、FADS3 の三つの遺伝子を含むゲノム領域においてイヌイットに特


























































図 2　イヌイット集団に見られる FADS2 遺伝子の特異的多型。（）内は祖先型／派生型の塩基を

















ナルである。Notch シグナルは 細胞膜貫通型の Notch 受容体とそのリガンドを介し
たシグナル伝達経路であり、神経前駆細胞から神経細胞への分化運命決定に極めて重
要な役割を果たす。興味深いことに、ニワトリ神経前駆細胞を通常の胚発生温度（37ºC）
よりも低温である 30ºC で培養すると、Notch シグナルの活性が有意に上昇すること
が明らかとなった 22。Notch シグナルの活性に不可欠な酵素の一つであるγ—セクレ
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